
工事種別

図面名称

路線名

工事箇所

設計種別

事務所名

会社名

図面

番号

縮尺

市道 岡本円ノ倉線

高知県 四万十市役所

高知県 四万十市蕨岡甲

12

岡本橋

令和7年度　道メンテ　第1-8-2号
市道岡本円ノ倉線(岡本橋)橋梁修繕工事(繰越)

平面図(橋面) S=1:150

断面修復工
主桁 ひび割れ補修工

断面修復工
主桁 ひび割れ補修工

断面修復工
主桁 ひび割れ補修工

断面修復工
主桁 ひび割れ補修工

断面修復工
主桁 ひび割れ補修工

断面修復工
主桁 ひび割れ補修工

断面修復工
主桁 ひび割れ補修工

断面修復工
主桁 ひび割れ補修工

断面修復工
床版 水切り設置工

断面修復工
床版 水切り設置工

断面修復工
床版 水切り設置工

断面修復工
床版 水切り設置工

断面修復工
床版 水切り設置工

断面修復工
床版 水切り設置工

断面修復工
床版 水切り設置工

断面修復工
床版 水切り設置工

橋台 断面修復工

橋脚 断面修復工

橋面防水工
橋面 舗装打替え工

橋面防水工
橋面 舗装打替え工

橋面防水工
橋面 舗装打替え工橋面防水工

橋面 舗装打替え工
防護柵 防護柵取替工

上部工 ひびわれ ひび割れ補修工

橋面
漏水・滞水 伸縮目地止水工

補修箇所一覧表

対象部位 損傷内容 補修項目

路面の凹凸、舗装の異常 橋面防水工,舗装打替え工,区画線工

主桁
剥離・鉄筋露出、うき 断面修復工

伸縮装置

舗装

剥離・鉄筋露出，漏水・滞水床版 断面修復工,水切り設置工

ひびわれ、剥離・鉄筋露出、変形・欠損防護柵取替工防護柵

橋脚

橋台 剥離・鉄筋露出 断面修復工

剥離・鉄筋露出、うき 断面修復工
下部工
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添架物 φ185

後川

後川

2.800m

3.100m

50.080m

市道岡本円ノ倉線路線名

有効幅員

全幅員

橋　長

支間長

適用示方書

橋梁諸元

12.055～12.065m

道路構造に関する細則(大正15年)(推定)

200

900 900 900

1. 本図作成において、測量は未実施である。

(注意事項) 1

補修一般図 図示

　補修一般図　

漏水・滞水 排水管補修工排水管
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橋面防水工
橋面 舗装打替え工

橋面防水工
橋面 舗装打替え工

橋面防水工
橋面 舗装打替え工

橋面防水工
橋面 舗装打替え工

防護柵 防護柵取替工
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橋面 伸縮目地止水工

桁長 12500 20 桁長 12500 10 桁長 12500 20 桁長 12500

橋長 50080 200 400990
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排水管 排水管補修工

防護柵 防護柵取替工

   縦断計画等、必要に応じて調整のこと。

調査時水位
2026/03/27

橋脚 断面修復工 橋脚 断面修復工

交差物件 河川(後川)

竣工年月 1934年(昭和9年)

橋　名 岡本橋

4径間単純RCT桁橋上部工形式

橋台：重力式橋台,二層ラーメン橋脚下部工及び基礎形式

基礎形式：不明

-斜　角

断面修復工
主桁 ひび割れ補修工

床版 断面修復工

橋面　舗装打替え工
　　　橋面防水工

排水管 排水管補修工
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補修前 補修後
防護柵 防護柵取替工
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断面修復工
床版 水切り設置工
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実施設計図

四 万 十 市



工事種別

図面名称

工事箇所

設計種別

事務所名

会社名

図面

番号

四　万　十　市

縮尺

市道 岡本円ノ倉線

高知県 四万十市役所

高知県 四万十市蕨岡甲

12

岡本橋

A1-P1 桁下面

S=1:40　コンクリート補修工図(その1)　
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後川

番号

凡例

補 修 内 容表示

ひびわれ補修工（低圧注入+クロスカット工法）n

水切り設置工

ひびわれ補修工（低圧注入工法）n

断面修復工：防錆処理有り（左官工法）n

水切り設置工
L=12500

水切り設置工
L=12500

断面修復工：防錆処理無し（左官工法）n

1

2

3

4

備考損傷の種類 箇所番号

x 1

防錆処理有り

x 1

x 1

x 1

体積

(m3)x

損傷範囲

縦(mm) 横(mm) x 深さ(mm)

x

x

x

x

x 1x5

合計

鉄筋露出 250 400 70

うき 1650 150 70

うき 800 200 70

うき 1050 100 70

鉄筋露出 150 350 70

剥離・うき 450 600 50

剥離 200 150 20

剥離 150 150 20

剥離・うき 150 650 40

断面修復工一覧表

1

2

3

4

備考損傷の種類 箇所番号

x 1

防錆処理無し

x 1

x 1

x 1

体積

(m3)x

損傷範囲

縦(mm) 横(mm) x 深さ(mm)

x

x

x

x

合計

0.0070

0.0174

0.0112

0.0074

0.0037

0.0467

0.0135

0.0006

0.0005

0.0039

0.0185

はつり不可

はつり不可

はつり不可

はつり不可

1

2

3

4

番号

x

低圧注入工

x

x

x

ひびわれ長

(m)x

ひびわれ

幅(mm) 長さ(mm)

x

x

x

x

x

x

x

x

x

x

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

合計

ひびわれ補修工一覧表

x

x

15

16

@250

1

2

3

4

番号

低圧注入工+クロスカット

ひびわれ長

(m)

ひびわれ

長さ(mm)

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

合計

15

16

幅は計測不可のため,低圧注入工法
平均ひびわれより0.24mmとする。

x17 17

x18 18

x19 19

x20 20

x21 21

x22 22

x23 23

x24 24

(個)
注入器具

@250
(個)

注入器具

0.60 400 20.400

0.20 650 30.650

0.20 650 30.650

0.20 650 30.650

0.20 550 30.550

0.20 650 30.650

0.20 650 30.650

0.45 650 30.650

0.20 650 30.650

0.20 650 30.650

0.20 650 30.650

0.20 500 20.500

0.20 500 20.500

0.30 250 10.250

0.60 350 20.350

0.20 700 30.700

0.20 650 30.650

0.20 650 30.650

0.30 450 20.450

0.20 450 20.450

0.20 550 30.550

0.30 550 30.550

0.20 650 30.650

0.20 650 30.650

6413.700

350 20.350

250 10.250

550 30.550

550 30.550

350 20.350

350 20.350

300 20.300

250 10.250

600 30.600

550 30.550

550 30.550

250 10.250

400 20.400

300 20.300

250 10.250

200 10.200

350 20.350

200 10.200

350 20.350

200 10.200

400 20.400

400 20.400

550 30.550

550 30.550

489.050

水切り設置工

品　名 規格・寸法 単位 数 量

水切り材 EPDMゴム発泡体同等品 m 26.83

備 考

注意）はつり不可のうきの深さは,近傍に剥離等の損傷が存在する場合はその損傷深さに準拠した。

1. 施工に先立ち現地調査を行い、図面との整合性を確認すること。

(注意事項) 2

S=1:40

水
切
り
設
置
工

L=1021

水
切
り
設
置
工

L=
80
6

G1

G2

コンクリート補修工図(その1)

横桁正面図 S=1:40

路線名

令和7年度　道メンテ　第1-8-2号
市道岡本円ノ倉線(岡本橋)橋梁修繕工事(繰越)

実施設計図

計 算 式

1.021+0.806+12.50×2



工事種別

図面名称

工事箇所

設計種別

事務所名

会社名

図面

番号

四　万　十　市

縮尺

市道 岡本円ノ倉線

高知県 四万十市役所

高知県 四万十市蕨岡甲

12

岡本橋

S=1:30A1橋台

平面図

正面図上流側 下流側

G1G2

1

後川

後川

剥離 350 550 50 0.0097

0.0095

1

備考損傷の種類 箇所番号

x 1

防錆処理無し

体積

(m3)x

損傷範囲

縦(mm) 横(mm) x 深さ(mm)

x

合計

断面修復工一覧表

はつり不可

番号

凡例

補 修 内 容表示

ひびわれ補修工（低圧注入+クロスカット工法）n

水切り設置工

ひびわれ補修工（低圧注入工法）n

断面修復工：防錆処理有り（左官工法）n

断面修復工：防錆処理無し（左官工法）n

350

1
0

埋設型枠 10 350 50 -0.0002控除 x 1x はつり不可

1

備考損傷の種類 箇所番号

埋設型枠

面積

(m2)

合計

防錆無し 1 t=10mmx

x

損傷範囲

横(mm) 深さ(mm)

350 50

体積

(m3)

埋設型枠
(発泡スチロール)

0.018 0.0002

0.018 0.0002

1. 施工に先立ち現地調査を行い、図面との整合性を確認すること。

(注意事項) 3

S=1:30

　コンクリート補修工図(その2)　

コンクリート補修工図(その2)

路線名

令和7年度　道メンテ　第1-8-2号
市道岡本円ノ倉線(岡本橋)橋梁修繕工事(繰越)

実施設計図



工事種別

図面名称

工事箇所

設計種別

事務所名

会社名

図面

番号

四　万　十　市

縮尺

市道 岡本円ノ倉線

高知県 四万十市役所

高知県 四万十市蕨岡甲

12

岡本橋

S=1:40P1橋脚

正面図(起点側) 上流側側面

A-A

下流側側面 正面図(終点側)

G2G1

A A

B B

B-B

後川

後川

後川

1

2

43

1

後川

鉄筋露出・うき 250 1050 20

剥離 400 500 50

うき 250 400 50

剥離 350 550 50

うき 450 900 50

0.0053

0.0052

0.0100

0.0050

0.0097

0.0203

0.0444

1

備考損傷の種類 箇所番号

x 1

防錆処理有り

体積

(m3)x

損傷範囲

縦(mm) 横(mm) x 深さ(mm)

x

合計

断面修復工一覧表

1

2

3

4

備考損傷の種類 箇所番号

x 1

防錆処理無し

x 1

x 1

x 1

体積

(m3)x

損傷範囲

縦(mm) 横(mm) x 深さ(mm)

x

x

x

x

合計

はつり不可

はつり不可

はつり不可

はつり不可

はつり不可

番号

凡例

補 修 内 容表示

ひびわれ補修工（低圧注入+クロスカット工法）n

水切り設置工

ひびわれ補修工（低圧注入工法）n

断面修復工：防錆処理有り（左官工法）n

断面修復工：防錆処理無し（左官工法）n

250 350 350 350

埋設型枠 10 350 20 -0.0001控除 x 1x

埋設型枠 10 350 50 -0.0004控除 x 2x

1
0

埋設型枠 10 250 50 -0.0002控除 x 1x

埋設型枠
(発泡スチロール)

埋設型枠
(発泡スチロール)

埋設型枠
(発泡スチロール)

埋設型枠
(発泡スチロール)

1

備考損傷の種類 箇所番号

埋設型枠

合計

t=10mmx

x

損傷範囲

横(mm) 深さ(mm)

2 t=10mmx

3 t=10mmx

面積

(m2)

体積

(m3)

防錆有り 350 20 1 0.007 0.0001

防錆無し 250 50 1 0.013 0.0001

防錆無し 350 50 2 0.035 0.0004

0.055 0.0006

1. 施工に先立ち現地調査を行い、図面との整合性を確認すること。

(注意事項) 4

S=1:40

　コンクリート補修工図(その3)　

コンクリート補修工図(その3)

路線名

令和7年度　道メンテ　第1-8-2号
市道岡本円ノ倉線(岡本橋)橋梁修繕工事(繰越)

実施設計図

1 2

43

1

埋設型枠
(発泡スチロール)

埋設型枠
(発泡スチロール)

埋戻型枠
（発泡スチロール）

埋戻型枠
（発泡スチロール）

1
0

1
0

1
0



工事種別

図面名称

工事箇所

設計種別

事務所名

会社名

図面

番号

四　万　十　市

縮尺

市道 岡本円ノ倉線

高知県 四万十市役所

高知県 四万十市蕨岡甲

12

岡本橋

S=1:40P1-P2 桁下面

P2

A-A

B

B C

C D

D

B-B C-C D-D

A

A

P1

0.2 0.2 0.2 0.2 0.3 0.2
0.2

0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2

0.3

0.3

0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.3 0.2 0.2 0.3
0.4

0.3

1 2 3 4 5 6 7 8

9 10

11 12 13 14

15

16 17

18

19 20 21 22 23 24 25 26 27

3

1
2

4

5

6 7 8
9

10
11 12

13
14 15 16 17

18

1

2

1

3

2

後川

水切り設置工
L=12500

水切り設置工
L=12500

うき 100 250 70

鉄筋露出 50 300 70

うき 100 650 20

うき 150 500 20

剥離 100 350 30

0.0018

0.0011

0.0029

0.0013

0.0015

0.0011

0.0039

1

2

備考損傷の種類 箇所番号

x 1

防錆処理有り

x 1

体積

(m3)x

損傷範囲

縦(mm) 横(mm) x 深さ(mm)

x

x

合計

断面修復工一覧表

1

2

3

備考損傷の種類 箇所番号

x 1

防錆処理無し

x 1

x 1

体積

(m3)x

損傷範囲

縦(mm) 横(mm) x 深さ(mm)

x

x

x

合計

はつり不可

はつり不可

はつり不可

番号

凡例

補 修 内 容表示

ひびわれ補修工（低圧注入+クロスカット工法）n

水切り設置工

ひびわれ補修工（低圧注入工法）n

断面修復工：防錆処理有り（左官工法）n

断面修復工：防錆処理無し（左官工法）n

1

2

3

4

番号

x

低圧注入工

x

x

x

ひびわれ長

(m)x

ひびわれ

幅(mm) 長さ(mm)

x

x

x

x

x

x

x

x

x

x

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

合計

ひびわれ補修工一覧表

x

x

15

16

1

2

3

4

番号

低圧注入工+クロスカット

ひびわれ長

(m)

ひびわれ

長さ(mm)

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

合計

15

16

幅は計測不可のため,低圧注入工法
平均ひびわれより0.24mmとする。

x17 17

x18 18

x19

x20

x21

x22

x23

x24

x25

x26

0.20 650 30.650

0.20 650 30.650

0.20 650 30.650

0.20 650 30.650

0.30 650 30.650

0.20 650 30.650

0.20 550 30.550

0.20 650 30.650

0.30 650 30.650

0.20 650 30.650

0.20 650 30.650

0.20 650 30.650

0.20 650 30.650

0.20 650 30.650

0.30 350 20.350

0.30 200 10.200

0.20 650 30.650

0.20 300 20.300

0.20 650 30.650

0.20 650 30.650

0.20 650 30.650

0.20 650 30.650

0.30 650 30.650

0.20 650 30.650

0.20 650 30.650

0.30 700 30.700

0.40 650 30.650

7716.400

450 20.450

500 20.500

250 10.250

300 20.300

450 20.450

500 20.500

450 20.450

400 20.400

600 30.600

400 20.400

500 20.500

450 20.450

450 20.450

600 30.600

500 20.500

400 20.400

500 20.500

450 20.450

378.150

x27

@250
(個)

注入器具

@250
(個)

注入器具

水切り設置工

品　名 規格・寸法 単位 数 量

水切り材 EPDMゴム発泡体同等品 m 25.00

備 考

注意）はつり不可のうきの深さは,近傍に剥離等の損傷が存在する場合はその損傷深さに準拠した。

1. 施工に先立ち現地調査を行い、図面との整合性を確認すること。

(注意事項) 5

S=1:40

　コンクリート補修工図(その4)　

G1

G2

横桁正面図 S=1:40

コンクリート補修工図(その4)

路線名

令和7年度　道メンテ　第1-8-2号
市道岡本円ノ倉線(岡本橋)橋梁修繕工事(繰越)

実施設計図



工事種別

図面名称

工事箇所

設計種別

事務所名

会社名

図面

番号

四　万　十　市

縮尺

市道 岡本円ノ倉線

高知県 四万十市役所

高知県 四万十市蕨岡甲

12

岡本橋

S=1:40P2橋脚

A-A

B-B

正面図(起点側) 上流側側面下流側側面 正面図(終点側)

A A

B B

後川

後川

後川

1
2

3

G2G1

後川

鉄筋露出・うき 550 1100 50

鉄筋露出 100 50 10

鉄筋露出・うき 550 950 30

0.0303

0.0001

0.0157

0.0458

1

2

3

備考損傷の種類 箇所番号

x 1

防錆処理有り

x 1

x 1

体積

(m3)x

損傷範囲

縦(mm) 横(mm) x 深さ(mm)

x

x

x

合計

断面修復工一覧表

はつり不可

はつり不可

はつり不可

番号

凡例

補 修 内 容表示

ひびわれ補修工（低圧注入+クロスカット工法）n

水切り設置工

ひびわれ補修工（低圧注入工法）n

断面修復工：防錆処理有り（左官工法）n

断面修復工：防錆処理無し（左官工法）n

350 350

1
0

埋設型枠 10 350 30 -0.0001控除 x 1x

埋設型枠 10 350 50 -0.0002控除 x 1x

1

備考損傷の種類 箇所番号

埋設型枠

合計

t=10mmx

x

損傷範囲

横(mm) 深さ(mm)

2 t=10mmx

面積

(m2)

体積

(m3)

防錆有り 350 50 0.018 0.0002

防錆有り 350 30 0.011 0.0001

0.029 0.0003

埋設型枠
(発泡スチロール)

埋設型枠
(発泡スチロール)

1. 施工に先立ち現地調査を行い、図面との整合性を確認すること。

(注意事項) 6

S=1:40

　コンクリート補修工図(その5)　

コンクリート補修工図(その5)

路線名

令和7年度　道メンテ　第1-8-2号
市道岡本円ノ倉線(岡本橋)橋梁修繕工事(繰越)

実施設計図

1
0

埋設型枠
(発泡スチロール)

埋設型枠
(発泡スチロール)

1 2 3



工事種別

図面名称

工事箇所

設計種別

事務所名

会社名

図面

番号

四　万　十　市

縮尺

市道 岡本円ノ倉線

高知県 四万十市役所

高知県 四万十市蕨岡甲

12

岡本橋

S=1:40P2-P3 桁下面

P3

B

B C

C D

D

A

A

P2

0.2
0.2

0.2 0.2
0.2 0.3

0.4
0.3

0.2

0.3 0.3
0.3

0.3 0.3

0.2 0.2 0.2

0.2

0.3

0.3

0.2 0.2 0.2

0.3

0.2 0.2

0.2

0.2
0.2 0.4 0.2 0.2 0.2

0.2 0.2

1

2

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33

34 35

1

2

3

4

6

7

1

2

9

10

3

5

11

12
8

14

13

1

2 3
4 5

後川

水切り設置工
L=12500

水切り設置工
L=12500

うき 600 100 70

うき 600 30 70

うき 1700 150 70

うき 1700 30 70

鉄筋露出 550 350 70

うき 450 100 70

うき 450 30 70

鉄筋露出 150 400 70

うき 900 30 70

うき 900 100 70

鉄筋露出 3750 200 70

鉄筋露出 1700 130 70

鉄筋露出 100 250 70

うき 100 450 20

うき 100 500 20

剥離 250 100 70

うき 150 500 20

0.0042

0.0013

0.0179

0.0036

0.0135

0.0032

0.0010

0.0042

0.0019

0.0063

0.0525

0.0155

0.0018

0.1287

0.0013

0.0015

0.0018

0.0011

0.0039

1

2

3

4

備考損傷の種類 箇所番号

x 1

防錆処理有り

x 1

x 1

x 1

体積

(m3)x

損傷範囲

縦(mm) 横(mm) x 深さ(mm)

x

x

x

x

x 1

x 1

x 1

x

x

x

x 1

x 1

x 1

x

x

x

x 1

x 1

x 1

x

x

x

5

6

7

8

9

10

11

12

14

合計

断面修復工一覧表

1

2

13

3

備考損傷の種類 箇所番号

x 1

防錆処理無し

x 1

x 1

x 1

体積

(m3)x

損傷範囲

縦(mm) 横(mm) x 深さ(mm)

x

x

x

x

合計

はつり不可

はつり不可

はつり不可

番号

凡例

補 修 内 容表示

ひびわれ補修工（低圧注入+クロスカット工法）n

水切り設置工

ひびわれ補修工（低圧注入工法）n

断面修復工：防錆処理有り（左官工法）n

断面修復工：防錆処理無し（左官工法）n

0.20 450 20.450

0.20 550 30.550

0.20 650 30.650

0.20 650 30.650

0.20 500 20.500

0.30 500 20.500

0.40 650 30.650

0.30 650 30.650

0.20 400 20.400

0.30 600 30.600

0.30 600 30.600

0.30 550 30.550

0.30 550 30.550

0.30 550 30.550

0.20 600 30.600

0.20 600 30.600

0.20 600 30.600

0.20 600 30.600

300 20.300

550 30.550

500 20.500

550 30.550

450 20.450

122.350

1

2

3

4

番号

x

低圧注入工

x

x

x

ひびわれ長

(m)x

ひびわれ

幅(mm) 長さ(mm)

x

x

x

x

x

x

x

x

x

x

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

ひびわれ補修工一覧表

x

x

15

16

1

2

3

4

番号

低圧注入工+クロスカット

ひびわれ長

(m)

ひびわれ

長さ(mm)

5

合計

x17

x18

@250
(個)

注入器具

@250
(個)

注入器具

0.30 400 20.400

0.30 350 20.350

0.20 650 30.650

0.20 700 30.700

0.20 650 30.650

0.30 650 30.650

0.20 450 20.450

0.20 450 20.450

0.20 300 20.300

0.20 500 20.500

0.20 500 20.500

0.40 500 20.500

0.20 650 30.650

0.20 650 30.650

0.20 650 30.650

0.20 500 20.500

0.20 600 30.600

9219.400

番号
ひびわれ長

(m)x

ひびわれ

幅(mm) 長さ(mm)

合計

x19

x20

x21

x22

x23

x24

x25

x26

x27

x28

x29

x30

x31

x32

x33

x34

x35

@250
(個)

注入器具

水切り設置工

品　名 規格・寸法 単位 数 量

水切り材 EPDMゴム発泡体同等品 m 25.00

備 考

200-70=130

100-70=30

100-70=30

100-70=30

100-70=30

注意）はつり不可のうきの深さは,近傍に剥離等の損傷が存在する場合はその損傷深さに準拠した。

幅は計測不可のため,低圧注入工法
平均ひびわれより0.24mmとする。

1. 施工に先立ち現地調査を行い、図面との整合性を確認すること。

(注意事項) 7

S=1:40

　コンクリート補修工図(その6)　

G1

G2

横桁正面図 S=1:40

コンクリート補修工図(その6)

A-A B-B C-C D-D

路線名

令和7年度　道メンテ　第1-8-2号
市道岡本円ノ倉線(岡本橋)橋梁修繕工事(繰越)

実施設計図



工事種別

図面名称

工事箇所

設計種別

事務所名

会社名

図面

番号

四　万　十　市

縮尺

市道 岡本円ノ倉線

高知県 四万十市役所

高知県 四万十市蕨岡甲

12

岡本橋

S=1:40P3橋脚

A-A

B-B

正面図(起点側) 上流側側面下流側側面 正面図(終点側)

A A

B B

後川 後川

後川

1 2 3 1

G2G1

後川

鉄筋露出 450 900 100

うき 550 700 20

うき 250 350 20

剥離 450 800 90

0.0405

0.0401

0.0077

0.0018

0.0324

0.0414

1

備考損傷の種類 箇所番号

x 1

防錆処理有り

体積

(m3)x

損傷範囲

縦(mm) 横(mm) x 深さ(mm)

x

合計

断面修復工一覧表

1

2

3

備考損傷の種類 箇所番号

x 1

防錆処理無し

x 1

x 1

体積

(m3)x

損傷範囲

縦(mm) 横(mm) x 深さ(mm)

x

x

x

合計

はつり不可

はつり不可

はつり不可

はつり不可

番号

凡例

補 修 内 容表示

ひびわれ補修工（低圧注入+クロスカット工法）n

水切り設置工

ひびわれ補修工（低圧注入工法）n

断面修復工：防錆処理有り（左官工法）n

断面修復工：防錆処理無し（左官工法）n

350

1
0

350 350

埋設型枠 10 350 100 -0.0004控除 x 1x

埋設型枠 10 350 90 -0.0004控除 x 1x

埋設型枠 10 350 20 -0.0001控除 x 1x

350 100 1 0.035 0.0004

350 20 1 0.007 0.0001

350 90 1 0.032 0.0003

0.074 0.0008

1

備考損傷の種類 箇所番号

埋設型枠

合計

t=10mmx

x

損傷範囲

横(mm) 深さ(mm)

2 t=10mmx

3 t=10mmx

面積

(m2)

体積

(m3)

防錆有り

防錆無し

防錆無し

埋設型枠
(発泡スチロール)

埋設型枠
(発泡スチロール)

埋設型枠
(発泡スチロール)

1. 施工に先立ち現地調査を行い、図面との整合性を確認すること。

(注意事項) 8

S=1:40

　コンクリート補修工図(その7)　

コンクリート補修工図(その7)

路線名

令和7年度　道メンテ　第1-8-2号
市道岡本円ノ倉線(岡本橋)橋梁修繕工事(繰越)

実施設計図

1
0

1
0

1

2

3 1

埋設型枠埋設型枠
(発泡スチロール)

埋戻型枠
（発泡スチロール）

(発泡スチロール)



工事種別

図面名称

工事箇所

設計種別

事務所名

会社名

図面

番号

四　万　十　市

縮尺

市道 岡本円ノ倉線

高知県 四万十市役所

高知県 四万十市蕨岡甲

12

岡本橋

S=1:40P3-A2 桁下面

A2

B

B C

C D

D

A

A

P3

0.30.2

0.2
0.40.35

0.30.20.2

0.3

0.30.30.2
0.3

0.2 0.2 0.2 0.2
0.2 0.3

0.2 0.3
0.25

0.2

8

3

6

10

12

16

15

1

2
4

7

3

1

9 11 13

14

5

2

4

5

1 2

3 4 5 6

14

0.3

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

12

13

15 16 17 18 19 20 21 22 23

24

後川

水切り設置工
L=12500

水切り設置工
L=12500

うき 6000 350 70

うき 1050 30 70

鉄筋露出・うき 2450 80 70

うき 1500 80 70

剥離 200 30 70

鉄筋露出・うき 2900 350 70

うき 1600 80 70

鉄筋露出 250 150 30

うき 700 100 70

鉄筋露出・うき 4500 350 70

うき 650 80 70

鉄筋露出・うき 950 130 70

うき 900 30 70

うき 350 200 70

鉄筋露出・うき 200 100 5

鉄筋露出 150 350 5

うき 100 500 30

剥離・うき 200 50 10

うき 100 100 10

剥離・うき 300 100 10

剥離・うき 150 650 10

1

2

3

4

備考損傷の種類 箇所番号

x 1

防錆処理有り

x 1

x 1

x 1

体積

(m3)x

損傷範囲

縦(mm) 横(mm) x 深さ(mm)

x

x

x

x

x 1

x 1

x 1

x

x

x

x 1

x 1

x 1

x

x

x

x 1

x 1

x 1

x

x

x

x 1x

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

合計

断面修復工一覧表

1

2

3

4

備考損傷の種類 箇所番号

x 1

防錆処理無し

x 1

x 1

x 1

体積

(m3)x

損傷範囲

縦(mm) 横(mm) x 深さ(mm)

x

x

x

x

x 1x5

合計

x 1x

x 1x

15

16

はつり不可

はつり不可

はつり不可

はつり不可

はつり不可

番号

凡例

補 修 内 容表示

ひびわれ補修工（低圧注入+クロスカット工法）n

水切り設置工

ひびわれ補修工（低圧注入工法）n

断面修復工：防錆処理有り（左官工法）n

断面修復工：防錆処理無し（左官工法）n

はつり不可

0.30 350 20.350

0.30 650 30.650

0.20 550 30.550

0.30 500 20.500

0.30 500 20.500

0.30 500 20.500

0.20 500 20.500

0.20 500 20.500

0.30 500 20.500

0.35 650 30.650

0.40 650 30.650

0.20 650 30.650

0.20 500 20.500

0.30 600 30.600

0.20 650 30.650

0.20 650 30.650

0.20 450 20.450

0.20 550 30.550

0.20 550 30.550

0.30 650 30.650

0.20 650 30.650

0.30 650 30.650

0.25 400 20.400

0.20 650 30.650

6213.450

300 20.300

300 20.300

450 20.450

250 10.250

300 20.300

350 20.350

111.950

1

2

3

4

番号

x

低圧注入工

x

x

x

ひびわれ長

(m)x

ひびわれ

幅(mm) 長さ(mm)

x

x

x

x

x

x

x

x

x

x

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

合計

ひびわれ補修工一覧表

x15

16

1

2

3

4

番号

低圧注入工+クロスカット

ひびわれ長

(m)

ひびわれ

長さ(mm)

5

6

合計

x

17 x

18 x

19 x

20 x

21 x

22 x

23 x

24 x

@250
(個)

注入器具

@250
(個)

注入器具

水切り設置工

品　名 規格・寸法 単位 備 考数 量

水切り材 EPDMゴム発泡体同等品 m 25.00

100-70=30

150-70=80

100-70=30

150-70=80

150-70=80

200-70=130

100-70=30

はつり不可

はつり不可

注意）はつり不可のうきの深さは,近傍に剥離等の損傷が存在する場合はその損傷深さに準拠した。

幅は計測不可のため,低圧注入工法
平均ひびわれより0.24mmとする。

0.1470

0.0022

0.0137

0.0084

0.0004

0.0711

0.0090

0.0011

0.0049

0.1103

0.0036

0.0087

0.0019

0.0049

0.0001

0.0003

0.3876

0.0015

0.0001

0.0001

0.0003

0.0010

0.0030

1. 施工に先立ち現地調査を行い、図面との整合性を確認すること。

(注意事項) 9

S=1:40

　コンクリート補修工図(その8)　

G1

G2

横桁正面図 S=1:40

コンクリート補修工図(その8)

路線名

令和7年度　道メンテ　第1-8-2号
市道岡本円ノ倉線(岡本橋)橋梁修繕工事(繰越)

実施設計図



工事種別

図面名称

工事箇所

設計種別

事務所名

会社名

図面

番号

四　万　十　市

縮尺

市道 岡本円ノ倉線

高知県 四万十市役所

高知県 四万十市蕨岡甲

12

岡本橋

低圧注入工法

ひびわれ補修工詳細図

（ひび割れ幅0.2mm以上1.0mm未満）

注入材

シール材

エポキシ樹脂系

低圧注入器具

取付パイプ

注1)ひびわれ深さは200mmとした。

注2)低圧注入器具は250mm以下を想定している。

注3)クロスカットは電動工具(刃厚2.3mm)を用いる

注4)材料使用量は実績に応じて変更する。

低圧注入+クロスカット工法

シール材

W30 x t2

低圧注入器具

クロスカット　

L=100mm,t=10mm程度

ひ
び

割
れ

深
さ

ひび割れ幅

3
0 1

0
0

250 250

（遊離石灰を伴うひび割れ）

下地処理工

注入パイプ取付

シール工

ひび割れ注入工

仕上げ

完了

注入パイプ撤去

低圧注入工法　施工フロー

下地処理工

注入パイプ取付

シール工

ひび割れ注入工

仕上げ

完了

注入パイプ撤去

低圧注入工法　施工フロー

（クロスカット工法）

注入パイプ位置への

クロスカット

コンクリート剥落部

既設部コンクリート

カッター目地

露出鉄筋

防錆処理

断面修復材

下地処理

既設部コンクリート
露出鉄筋

プライマー塗布

ポリマーセメントモルタル

断 面 修 復 工

断面修復工 施工フロー

断面修復工（左官工法）詳細図

2
0
m
m
程

度

は
つ

り
深

さ
※

 現　状

  補 修 要 領

※注1）断面修復数量表を参考とし、鉄筋の腐食状況により必要深さをはつること。

・コンクリートの脆弱部

・鉄筋表面の錆び落とし

・鉄筋防錆剤の塗布

・プライマーの塗布

・ポリマーセメントモルタル

による断面修復

  (うき)の除去
鉄筋の除錆

鉄筋の防錆処理

プライマー塗布

断面修復(左官工法)

後　　工　　程

前　　工　　程

脆弱部の除去

コンクリート剥落部

既設部コンクリート

カッター目地 断面修復材

下地処理

既設部コンクリート
プライマー塗布

ポリマーセメントモルタル

断 面 修 復 工

2
0
m
m
程

度

は
つ

り
深

さ
※

 現　状

  補 修 要 領

注入材(エポキシ樹脂注入材1種）

シール材

エポキシ樹脂系

低圧注入器具

取付パイプ

注1)ひびわれ深さは200mmとした。

注2)低圧注入器具は250mm以下を想定している。

注3)材料使用量は実績に応じて変更する。

シール材

W30 x t2

低圧注入器具

ひ
び

割
れ

深
さ

ひび割れ幅

3
0

250 250

注入材(エポキシ樹脂注入材1種）

（ケレン・防錆処理含む） （ケレン・防錆処理含まず）

断面修復工 施工フロー

・プライマーの塗布

・ポリマーセメントモルタル

による断面修復

プライマー塗布

断面修復(左官工法)

後　　工　　程

前　　工　　程

※注2）主鉄筋・配力筋の破断や、補強が必要と判断された場合は別途検討すること。

※注1）鉄筋が露出している場合は、露出範囲の防錆処理を実施すること。

※注2）断面修復部端部にフェザーエッジが生じないよう、既設コンクリートを

　　　 適切にカットし、十分な厚さを確保すること。

1. 施工に先立ち現地調査を行い、図面との整合性を確認すること。

(注意事項)

補修詳細図

（工法概要図）

10

図示

　コンクリート補修工図(その9)　

側側面 正面図

※2 埋設型枠
(発泡スチロール)

埋設型枠
(発泡スチロール)

※3　断面修復工

※1　1)損傷の奥行きに合わせて変更すること。

※2　1)主桁下面(最大350mm)を対象とし、損傷に合わせて変更すること。

※3　1)はつりは実施せずに表面の脆弱部のみ除去する。
　 　2)鉄筋が露出している場合は、見えている範囲で錆の除去・防錆処理を実施。
　 　3)フェザーエッジ処理(t=20mm程度)は実施する。

1
0

※1

フェザーエッジ処理
(t=20mm程度)

コンクリート補修工図(その9)

施工フロー

・レイタンス、油分、

  ほこり等の除去

接着材塗布

水切りの設置

・水切り材の凹部に接着材を

  塗布 (2mm程度)する

　密着させる

  コンクリート躯体に押付け

・水切り材の接着面を

注1）施工に際しては、現地寸法確認を実施すること。

注2）水切りは、断面修復・ひび割れ補修完了後に設置すること。

水切り材

専用接着剤
25

50

下地処理工

2
0

注3）水切り材は、ウォーターカッター(KK-180012-VR)を想定している。

水切り工詳細図 S=1:4S=1:10

S=1:10 埋設型枠詳細図 S=1:10

路線名

令和7年度　道メンテ　第1-8-2号
市道岡本円ノ倉線(岡本橋)橋梁修繕工事(繰越)

実施設計図



工事種別

図面名称

図面

番号

縮尺

岡本橋

平面図(橋面) S=1:80

20 桁長12500 10 桁長12500 20 桁長12500 20

200

A1 P1 P2 P3 A2

2
0
0

6
0
0
0

2
0
0

6
4
0
0

400

2
8
0
0

排水管補修工

　排水管補修工　

流向

排水管補修工排水管補修工排水管補修工排水管補修工排水管補修工 排水管補修工 排水管補修工 排水管補修工 排水管補修工 排水管補修工 排水管補修工

C L

1. 現場実測確認の上、製作を行うこと。

2. 特記なき材質は、全てSS400とする。

(注意事項)

3. 特記なき部材は、全て溶融亜鉛メッキとする。

   膜厚は、JIS H8641 HDZT49～HDZT77とする。

   但し、直径12mm以上のボルト・ナット類および厚さ2.3mm以を越える座金，

   厚さ1.0mm以上の素材は、HDZT49とする。厚さ6.0mm以上の素材は、HDZT77とする。

4. ボルト孔は、メッキ付着量を考慮し、ボルト径+3mmとする。

11

排水管補修工 図示

排水管 VP100A,L=1100 本 24

コンクリートアンカー M12x60(メッキ) 本 96

鉄筋探査工 0.5x0.5=0.25m2/箇所 横向き m2 12.00

取付金具製作

平鋼100x6x300 kg 2.83

平鋼100x6x300 kg 1.41

鋼板100x6x100 kg 0.47

鋼板120x6x200 kg 1.13

BN M12x40(2W) 組 4

BN M12x35(2W) 組 2

5.84

排水管補修工

名　称 仕様・寸法 単位 数 量 備 考

芯棒打込み式

排水管取付金具工

名　称 仕様・寸法 単位 数 量 備 考

重量合計

SM400A

SM400A

SS400

SS400

1組当たり

kg

990 橋長 50080

10 桁長12500

高知県 四万十市役所

工事箇所

設計種別

事務所名

会社名

四　万　十　市

市道 岡本円ノ倉線

高知県 四万十市役所

高知県 四万十市蕨岡甲

12

150 2800 150

3100

6
6
0

1
0
0

2
5
0

6
6
0

6
0

775 1550 775

上部工断面図 S=1:20

2
0
0
以

上

399

2
0
0

3
0
0

5
0
0

支持金具

VP100A

L=1100,直管

支持金具

VP100A

L=1100,直管

CL

既設排水管 φ82既設排水管 φ82

399

排水管加工図 S=1:10

1
1
0
0

114

4
5
°

VP100A

9
.
4
6
°

排水管取付部については、施工に先立ち現地計測を

実施し、取付角度を決定すること。

(注意事項)

支持金具詳細図 S=1:6

25361243525

245

2
5

5
0

2
5

1
0
0

1
2
0

25361243525

245

25
15φ孔

6040

6100

20300

40235

6

399

399

300

6

6

φ
114

6
1
0
6

6040

6100

支持金具1組当たり

 2-FB　 100x6x300

 1-PL　 100x6x100(SM400A)

 1-PL　 120x6x200(SM400A)

 4-BN(2W) M12x 40

 2-BN(2W) M12x 35

 1-FB　 100x6x300

取付金具側 15x30長孔

既設主桁側 15φ孔

120

5
0

2
0
0

1
0
0

5
0

60 60

2-φ14x30 長孔

  W=5.84kg/組

路線名

令和7年度　道メンテ　第1-8-2号
市道岡本円ノ倉線(岡本橋)橋梁修繕工事(繰越)

実施設計図

注意）鉄筋探査工の箇所数は、実績に応じて変更する。



工事種別

図面名称

工事箇所

図面

番号

高　　知　　県

縮尺

岡本橋

 仮設計画図 
吊り足場(参考図)
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仮設計画図 図示

20 桁長 12500 10 桁長 12500 20 桁長 12500

橋長 50080

20

200

20 桁長 12500 10 桁長 12500 20 桁長 12500 20

200

1
5
0

2
8
0
0

1
5
0

3
1
0
0

A1

P1 P2 P3

A2

A1 P1 P2 P3 A2

2
0
0

6
0
0
0

2
0
0

6
4
0
0

10 桁長 12500

450

9
5
0

990

200

添架物 φ185

1
0
0
0

4
5
0
0

1
0
04
5
0

6
0
5
0

1
7
0
0

4
5
0
0

1
0
04
5
0

6
7
5
0

1
1
0
0

4
5
0
0

1
0
04
5
0

6
1
5
0

1
3
0
0

450

400

400

後川

支間長 12058 支間長 12058 支間長 12065支間長 12060

900 900 900

1. 施工に先立ち現地調査を行い、図面との整合性を確認すること。

(注意事項)

平面図(橋面) S=1:100

側面図 S=1:100

吊り足場 m2 158.16

足場工数量表

名　称 仕様・寸法 単位 数 量 備 考

8
0
0

8
0
0

吊り足場

足場工
片側朝顔防護足場    m2 80.13

4
0
6
4

2
2
1
0

非出水期水位(Q=380m3/s)

990 橋長 50080

2. コンクリートアンカーの本数は、設置間隔を1.8mと仮定し算出している。

   施工時は現地状況に応じて適宜本数を決定すること。

10 桁長 12500

橋梁点検車 日 2

調査時水位 (2026/03/27)

概　略　工　程　表
項         目

工    種

岡本橋

種     別

1ヶ月

5 10 15 20 25 30

2ヶ月

35 40 45 50 55 60

備考・その他
  準備・後片付け等は含まない。

3ヶ月

65 70 75 80 85 90

断面修復工

・不動稼働係数：1.77を考慮している。

・上記工程の工種順位については、補修設計に必要な項目に沿って全体の流れが解るように

　標準工程を配置しており、積算上の工種および実施施工の順とは異なる。

足場組立

ひびわれ補修工

水切り設置工

排水管取替工

断面修復工

橋面防水工

舗装打替え工

伸縮部止水工

防護柵取替工

足場解体

上部工

下部工

4ヶ月

95 100 105 110 115 120

5ヶ月

125 130 135 140 145 150

C L

設置1日,撤去1日

6ヶ月

155 160 165 170 175 180

高知県 四万十市役所

設計種別

事務所名

会社名

市道 岡本円ノ倉線

高知県 四万十市役所

高知県 四万十市蕨岡甲
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上部工断面図 S=1:30

150 2800 150

3100

1
0
0
2
5
0

6
6
0

6
0

4.00% 4.00%

CL

添架物 φ185

排水管 φ82

アスファルト舗装

巾木

親ご

吊りチェーン

床面シート張防護

800 600 350 1200 350 600 800

4700

G1 G2

8
0
0

6
6
0

やらず

ブラケット足場

シート張防護

吊りチェーン取付金具
コンクリートアンカー

足場板

800800

シート張り防護

建地

板張り

路線名

令和7年度　道メンテ　第1-8-2号
市道岡本円ノ倉線(岡本橋)橋梁修繕工事(繰越)

実施設計図

吊り足場

A=158.16(CAD計測)

片側朝顔防護足場

片側朝顔防護足場


